
　

全
労
済
施
設
事
業

で
あ
る
岩
手
県
雫

石
町
の
「
南
部
富
士

見
ハ
イ
ツ
」
が
５
月

31
日
を
も
っ
て
事
業

休
止
と
な
っ
た
。
今

後
は
事
業
廃
止
の
方

向
で
手
続
き
を
進
め

て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
る
。
長
い

間
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
個
人

ま
た
組
織
と
し
て
、
低
廉
な
経
費

で
宿
泊
や
会
議
が
行
え
る
施
設
が

無
く
な
る
の
は
、
寂
し
い
限
り
で

あ
る
▼
ハ
イ
ツ
は
１
９
７
６
年

（
昭
和
51
年
）
７
月
に
オ
ー
プ
ン

し
、
現
在
ま
で
１
０
０
万
人
を
超

え
る
多
く
の
利
用
者
に
親
し
ま
れ

て
運
営
さ
れ
て
き
た
が
、
開
業
35

年
が
経
過
し
劣
化
が
進
ん
で
い
る

設
備
の
更
新
に
多
額
の
費
用
が
か

か
る
こ
と
や
、
今
後
の
利
用
者
の

大
幅
な
増
が
見
込
め
な
い
こ
と
な

ど
に
よ
り
施
設
事
業
終
了
と
な
っ

た
▼
地
方
本
部
も
１
９
８
７
年

（
昭
和
62
年
）
の
第
42
回
大
会

以
降
か
ら
幾
度
と
な
く
大
会
・
各

種
会
議
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
で
利
用
し
て
き
た
。
隣
に
３
面

あ
る
野
球
グ
ラ
ン
ド
を
借
り
て
野

球
大
会
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を

し
、
一
度
に
多
く
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
が
で
き
、

試
合
終
了
後
は
ハ
イ
ツ
の
座
敷
で

表
彰
式
を
行
い
、
疲
れ
た
体
を
温

泉
で
癒
し
て
帰
路
に
就
く
こ
と
も

で
き
た
▼
地
本
大
会
時
な
ど
は
翌

日
の
発
言
原
稿
を
練
り
上
げ
る
た

め
に
部
屋
の
隅
で
、
黙
々
と
ペ
ン

を
走
ら
せ
る
代
議
員
や
、
各
部
屋

の
入
口
に
乱
雑
に
積
ま
れ
た
ス
リ

ッ
パ
の
奥
の
部
屋
で
は
、
国
労
運

動
の
発
展
に
向
け
朝
方
ま
で
激
論

す
る
組
合
員
の
姿
は
良
き
思
い
出

で
も
あ
る
▼
岩
手
県
労
働
者
福
祉

協
議
会
の
一
つ
の
全
労
済
事
業
の

目
的
に
は
「
岩
手
県
内
の
労
働
者

及
び
家
族
が
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
を

実
感
で
き
る
社
会
を
築
く
た
め
諸

事
業
を
行
う
」
と
あ
り
、
そ
の
責

務
を
十
分
に
全
う
し
時
代
の
流
れ

の
廃
止
で
あ
る
と
も
感
じ
る
。
全

労
済
の
今
後
の
各
種
事
業
の
発
展

を
願
う
も
の
で
あ
る
（
小
）
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▽
６
月
21
日
（
盛
岡
）

　

地
方
本
部
執
行
・
闘
争
委
員
会

▽
６
月
23
・
24
日
（
青
森
）

　

東
北
交
運
労
協
第
３
回
拡
大
幹

　

事
会

▽
６
月
24
日
（
東
京
）

　

全
国
交
運
共
済
生
協
第
95
回

　

通
常
総
代
会

▽
６
月
18
日
（
東
京
）

　

各
地
方
本
部
組
織
部
長
会
議

　

（
東
日
本
本
部
）

▽
６
月
18
日
（
八
戸
）

　

盛
岡
国
労
会
館
「
交
通
基
本
法

　

学
習
会
」

拡大キャッチコピー
「新しい仲間づくりを
                   皆の力で」

「一緒に解消しませんか、
      あなたの疑問。
           加入まってます」

　

斎
藤
委
員
長
は
挨
拶
で
「
３

月
11
日
14
時
46
分
、
三
陸
沖
を

震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

９
・
０
巨
大
地
震
と
大
津
波
に

よ
り
沿
岸
部
を
中
心
に
甚
大
な

被
害
を
被
り
、
死
者
・
行
方
不

明
が
２
万
数
千
人
に
の
ぼ
り
、

い
ま
だ
に
12
万
人
に
近
い
被
災

者
の
み
な
さ
ま
が
避
難
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
大
変

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

気
仙
沼
地
域
分
会
の
熊
谷
秀
三

　

５
月
14
日
（
土
）
地
方
本
部
は
２
０
１
１
年
度
「
エ
ル
ダ
ー
社
員
制
度
学
習
会
」
を
労
働
福
祉
会
館
（
盛
岡
市
）

に
お
い
て
関
係
者
・
役
員
25
人
が
参
加
の
中
で
開
催
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
２
０
０
８
年
度
か
ら
「
エ
ル
ダ
ー
社
員
制
度
」
が
導
入
さ
れ
た
。
再
雇
用
機
会
提
供
制
度
が

あ
く
ま
で
も
再
雇
用
先
の
斡
旋
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
再
雇
用
し
原
則
と
し
て
出
向
扱

い
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
国
労
東
日
本
本
部
は
こ
の
間
65
歳
定
年
の
実
現
を
求
め
続
け
て
い
る
が
会
社
側
の
壁

は
厚
く
、
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
社
会
の
中
で
年
金
の
支
給
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
60
歳

定
年
後
の
「
生
活
の
確
保
」
が
労
働
者
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
間
の
課
題
を
踏
ま
え
、
よ

り
良
い
制
度
運
用
を
求
め
本
人
の
意
思 

･
希
望
を
明
確
に
す
る
取
り
組
み
を
強
め
る
こ
と
を
意
思
統
一
し
た
。

　

担当　菅原一郎弁護士

（盛岡市）

＜問い合わせは地方本部へ＞

無料法律相談
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





















さ
ん
も
犠
牲
に
な
っ
た
、
国
労

と
し
て
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
義
援
金
や
被
災
地
へ
の
食
料

・
生
活
救
援
物
資
の
支
援
に
取

り
組
ん
だ
、
組
合
員
の
協
力
に

感
謝
し
ま
す
。
犠
牲
者
の
ご
冥

福
を
祈
る
と
と
も
に
被
災
さ
れ

た
方
の
日
常
が
早
く
戻
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。
１
０
４
７
名
の

雇
用
問
題
は
年
度
末
を
目
標
に

努
力
し
て
き
た
が
、
大
震
災
で

国
会
が
混
乱
し
て
通
常
の
運
営

が
で
き
て
い
な
い
こ
と
な
ど
に

よ
り
進
ん
で
い
な
い
。
４
者
４

団
体
は
６
月
15
日
に
報
告
集
会

を
設
定
し
て
政
府
に
解
決
を
迫
っ

て
い
く
」
と
情
勢
報
告
。

　

学
習
会
は
、
佐
々
木
書
記
長

が
エ
ル
ダ
ー
社
員
制
度
の
概
要

を
説
明
、
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
制

度
、
相
互
援
護
会
･
互
助
会
の

継
続
加
入
の
取
り
組
み
を
訴
え

た
。
次
に
エ
ル
ダ
ー
社
員
制
度

の
実
態
と
課
題
に
つ
い
て
認
識

を
共
有
す
る
こ
と
か
ら
、
先
輩

エ
ル
ダ
ー
組
合
員
に
学
ぶ
た
め

の
報
告
が
さ
れ
た
。
北
上
駅
連

合
分
会
髙
橋
秀
友
氏
（
東
日
本

ア
メ
ニ
テ
ッ
ク
／
新
花
巻
）
か

ら
は
「
職
場
に
は
プ
ロ
パ
ー
・

パ
ー
ト
・
嘱
託
・
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
雇
用
形
態
や

賃
金
形
態
の
人
が
い
る
。
希
望

通
り
に
は
い
か
な
か
っ
た
が
通

え
る
範
囲
で
納
得
し
た
。
Ｊ
Ｒ

社
員
と
い
う
目
で
見
ら
れ
る
の

で
最
初
は
早
め
に
出
社
し
、
人

よ
り
遅
く
帰
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
大
切
。

労
働
環
境
の
改
善
に
努
力
し
て

い
る
。
日
勤
作
業
で
体
に
は
良

い
が
賃
金
が
安
い
」
。
八
戸
工

務
分
会
若
松
正
純
氏
（
仙
建
工

業
・
青
い
森
／
八
戸
）
）
は
「
年

金
を
も
ら
う
ま
で
は
仕
事
を
続

け
な
け
れ
ば
生
活
で
き
な
い
。
多

く
仕
事
を
す
る
と
調
整
さ
れ
て

賃
金
が
減
る
の
で
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
病
院
代
が
か

か
る
健
康
が
一
番
」
。
青
森
電

気
分
会
山
田
修
氏
（
東
日
本
電

気
・
青
森
）
も
「
協
力
会
社
で

は
若
い
プ
ロ
パ
ー
が
多
い
が
育

っ
て
い
な
い
、
国
家
資
格
が
必

要
な
の
で
責
任
者
が
で
き
る
人

が
少
な
い
。
Ｊ
Ｒ
時
代
よ
り
夜

間
作
業
が
多
く
な
っ
た
が
手
当

て
が
少
な
く
３
倍
違
う
。
現
職

の
と
き
に
財
形
年
金
や
貯
金
を

少
し
で
も
増
や
し
て
自
己
防
衛

し
な
け
れ
ば
や
っ
て
い
け
な
い
」

な
ど
体
験
を
交
え
た
報
告
を
受

け
た
。

　

佐
藤
勝
雄
交
運
共
済
事
業
副

本
部
長
か
ら
は
、
大
震
災
に
よ

る
被
害
状
況
や
交
運
共
済
東
北

支
所
の
取
り
組
み
の
報
告
、
エ

ル
ダ
ー
組
合
員
で
の
共
済
継
続

契
約
の
説
明
を
受
け
た
。

　

第
26
回
「
４
・
９
反
核
燃
の
日

全
国
集
会
」
が
６
月
４
日
（
土
）

青
森
市
「
青
い
森
公
園
」
で
開
催

さ
れ
た
。
１
９
８
５
年
４
月
９
日

の
青
森
県
議
会
の
全
員
協
議
会
で
、

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
を
青
森
県

六
ヶ
所
村
に
受
け
入
れ
決

定
し
た
日
を
、
「
反
核
燃

の
日
」
と
位
置
付
け
、
毎

年
全
国
的
な
行
動
を
重
ね

て
き
た
。
今
年
の
集
会
は
、

統
一
地
方
選
と
３
・
11
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
延
期

実
施
さ
れ
た
。
福
島
第
一

原
発
事
故
の
影
響
は
、
六

ヶ
所
再
処
理
工
場
を
は
じ

め
と
す
る
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
、
中
部
電
力
浜
岡
原
発

の
「
停
止
」
も
今
後
の
原

子
力
政
策
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
て
、
反
核

燃
の
取
り
組
み
は
重
要
性
を
増
し

て
き
て
い
る
中
で
の
開
催
と
な
っ

た
。
平
和
環
境
岩
手
県
セ
ン
タ
ー

傘
下
組
合
員
37
人
（
国
労
３
人
）

が
参
加
、
青
森
支
部
か
ら
国
労
組

合
員
約
40
人
、
全
体
で
約
１
３
５

７
人
の
参
加
に
な
っ
た
。

　

集
会
は
冒
頭
３
・
11
東
日
本
大

震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
犠
牲
者
に

黙
祷
を
捧
げ
て
は
じ
ま
っ
た
。
渡

辺
青
森
県
反
核
実
行
委
員
会
委
員

長
が
開
会
の
挨
拶
で
「
東
日
本
大

震
災
で
、
原
子
力
発
電
所
が
自
然

災
害
の
前
に
は
も
ろ
い
も
の
で
あ

る
こ
と
を
鮮
明
に
し
た
。
放
射

能
は
見
え
な
い
・
臭
わ
な
い
な

ど
恐
ろ
し
い
も
の
だ
。
ア
メ
リ
カ

は
地
震
の
な
い
地
域
に
造
っ
て
い

る
、
地
震
列
島
の
日
本
を
踏
ま
え

れ
ば
、
原
子
力
発
電
所
を
立
地
す

る
こ
と
は
間
違
っ
て
い
た
と
言
え

る
。
青
森
県
は
今
知
事
選
で
、
現

職
の
三
村
氏
は
原
子
力
施
設
の
安

全
性
を
厳
し
く
確
認
す
る
た
め
に

独
自
の
検
証
委
員
会
を
設
置
す
る

と
言
っ
て
い
る
が
、
原
発
村
の
人

ば
か
り
で
安
全
を
確
保
で
き
る
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
今
集
会
を
機

に
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
を
ス
ト

ッ
プ
さ
せ
、
脱
原
発
・
脱
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
の
社
会
実
現
と
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
転
換
に
向
け
、
全
国
の

仲
間
と
更
に
強
く
連
帯
し
、
闘
っ

て
行
く
」
と
決
意
を
訴
え
た
。

　

そ
の
後
、
主
催
者
団
体
･
連
帯

挨
拶
と
続
き
、
全
国
を
代
表
し
て

福
島
県
・
宮
城
県
が
現
状
を
報
告
、

第
26
回
「
４
・
９
反
核
燃
の
日
全

国
集
会
」
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
、
市

内
を
デ
モ
行
進
し
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
を
行
い
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し

た
。

▽
６
月
25
日
（
盛
岡
）

　

平
和
環
境
岩
手
県
セ
ン
タ
ー
単

　

組
・
地
区
代
表
者
会
議

▽
７
月
３
日
（
盛
岡
）

　

地
方
貨
物
協
議
会
総
会

▽
７
月
11
日
（
青
森
）

　

青
い
森
鉄
道
出
向
組
合
員
交
流

　

会

　

５
月
５
日
、
水
戸
地
本
に
お
い

て
社
会
人
採
用
の
新
入
社
員
（
36

歳
）
が
国
労
へ
加
入
を
し
た
。
こ

の
加
入
で
、
２
０
０
６
年
11
月
の

Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
と
の
一
括
和
解

以
降
、
復
帰
・
加
入
者
は
90
人
を

数
え
る
こ
と
と
な
っ
た
（
東
日
本

本
部
内
）
。
ま
た
、
４
月
25
日
に

は
米
子
地
方
本
部
に
お
い
て
54
歳

の
方
が
「
最
後
は
国
労
で
終
わ
り

た
い
」
と
強
い
決
意
で
復
帰
し
て

い
る
。
国
労
復
帰
・
加
入
の
ウ
ネ

リ
は
全
国
的
に
大
き
く
な
っ
て
い

る
。

　

水
戸
に
お
い
て
加
入
し
た
彼
は

４
月
14
日
に
現
場
配
属
（
駅
）
と

な
り
、
国
労
組
合
員
が
積
極
的
に

関
わ
り
作
り
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

結
果
、
「
仕
事
を
は
じ
め
公
私
共

に
指
導
を
い
た
だ
き
、
働
く
仲
間

を
大
切
に
す
る
人
だ
と
感
じ
た
。

と
り
わ
け
、
他
の
組
合
員
で
あ
ろ

う
と
仕
事
を
分
け
隔
て
な
く
教
え

る
姿
勢
に
人
間
力
の
高
さ
を
感
じ

た
と
共
に
、
そ
の
方
が
所
属
さ
れ

る
組
合
は
頼
り
に
な
る
に
間
違
い

な
い
と
思
っ
た
」
と
、
加
入
を
決

意
し
て
い
る
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
取
り
組
み
か

ら
何
を
学
ぶ
の
か
が
問
わ
れ
て
い

る
。
地
方
本
部
が
こ
の
間
提
起
し

て
き
た
「
職
場
の
中
心
に
座
る
、

中
心
軸
に
な
っ
て
い
く
」
こ
と
は

す
な
わ
ち
他
労
組
組
合
員
の
信
頼

を
勝
ち
得
る
こ
と
で
あ
り
、
厳
し

い
職
場
状
況
の
中
で
、
で
き
な
い

事
を
数
え
る
の
で
は
な
く
で
き
る

事
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

　

仲
間
の
運
動
に
学
び
合
い
、
全

組
合
員
が
組
織
の
拡
大
に
も
う
一

歩
前
に
踏
み
出
そ
う
！

　
　
　
　

◇　
　

◇

エルダー社員制度学習会

＝
定
年
後
の
生
活
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
＝

65
歳
定
年
、よ
り
良
い
制
度
運
用
求
め
る

65
歳
定
年
、よ
り
良
い
制
度
運
用
求
め
る

実
態
と
体
験
を
交
え
た
報
告

先
輩
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
３
氏

＝６月４日・青森市＝

脱
原
発
を
と
多
く
の
仲
間

「
４
・
９
反
核
の
日
全
国
集
会
」

集会には全国から1,357人が参加

職
場
の
中
心
に
座
る
、軸
に
な
り

組
織
拡
大
に
一歩
前
に
踏
み
出
そ
う
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神
宮
義
秋
採
用
差
別
国
労
訴
訟
九
州
原
告

団
団
長（
左
）か
ら
も
義
援
金（
５
月
18
日
）

矢
巾
町
議
会
議
員
　
山
埼
　
道
夫

　

国
労
盛
岡
地
方
本
部
に
結
集
す

る
組
合
員
、
家
族
の
皆
さ
ん
、
日

頃
、
皆
様
方
か
ら
心
温
ま
る
ご
指

導
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
事
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

４
月
に
行
わ
れ
た
矢
巾
町
議
会

議
員
選
挙
に
お
い
て
、
組
織
を
挙

げ
て
力
強
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

６
４
５
票
の
得
票
で
４
年
前
と
同

じ
第
10
位
で
再
選
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
心
か
ら

感
謝
と
御
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

１
期
４
年
間
の
中
で
連
続
し
て

15
回
一
般
質
問
を
行
い
、
雇
用
、

教
育
、
子
育
て
や
地
域
産
業
活
性

化
等
の
課
題
解
決
や
前
進
に
向
け

努
力
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
を
新
た

に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
０
９
年
６
月
議
会

に
お
い
て
、
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題

の
早
期
解
決
を
求
め
る
請
願
」
に

つ
い
て
、
全
議
員
の
賛
成
で
採
択

し
、
国
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
が
、
こ
の
事
は
国
労
議

員
団
の
一
員
と
し
て
大
変
嬉
し
い

忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
一
幕
で

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
国
労
を
は
じ
め
、

多
く
の
働
く
仲
間
の
皆
さ
ん
に
し

っ
か
り
と
支
え
て
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
常
に
前
を
向

い
て
歩
み
続
け
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
と
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
、
御
礼

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

◇

〈
主
な
役
職
等
〉

　

総
務
常
任
委
員
会
副
委
員
長
/

議
会
だ
よ
り
委
員
会
委
員
長
/
盛

岡
市
・
矢
巾
町
都
市
計
画
事
業
等

組
合
議
会
議
長

　
　
　
　

◇　
　
　

◇

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

○
誕
生　

１
９
４
９
年
２
月

○
卒
業　

盛
岡
第
三
高
校

○
職
歴　

郵
政
省
盛
岡
貯
金
局

　
　
　
　

社
民
党
専
従
役
員

○
主
な
役
職

現
・
盛
岡
市
議
会
議
員
（
現
在

　
　

３
期
目
）

現
・
市
議
会
教
育
福
祉
常
任
委

　
　

員
長

現
・
社
会
福
祉
法
人
自
立
厚
生

　
　

会
理
事
長

　

岩
手
県
交
通
運
輸
産
業
労
働
組

合
協
議
会
主
催
の
「
頑
張
ろ
う
岩

手
！
街
を
再
生
さ
せ
る
総
合
交
通

政
策
を
展
望
す
る
仲
間
の
集
い
」

が
、
５
月
21
日
に
盛
岡
市
・
ホ
テ

ル
ル
イ
ズ
で
加
盟
産
別
か
ら
58
人

（
国
労
５
人
）
が
参
加
し
開
催
さ

れ
た
。
冒
頭
「
東
日
本
大
震
災
」

で
亡
く
な
ら
れ
た
加
盟
組
合
員
や

多
く
の
被
災
者
に
対
し
全
員
で
黙

祷
が
行
わ
れ
た
。

　

柴
谷
正
孝
議
長
（
運
輸
労
連
）

は
主
催
者
を
代
表
し
「
３
・
11
の

大
震
災
は
各
産
別
の
組
合
員
・
家

族
が
亡
く
な
り
、
家
が
全
壊
す
る

な
ど
の
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
努
力

し
て
い
る
事
に
感
謝
す
る
。
復

旧
・
復
興
に
は
時
間
も
お
金
も
か

か
る
、
国
の
役
割
を
お
願
い
す
る

目
的
で
今
回
の
仲
間
の
集
い
を
開

催
し
た
。
県
交
運
労
協
が
団
結

し
、
交
通
政
策
前
進
に
向
け
努
力

し
よ
う
」
と
、
集
い
の
目
的
な
ど

を
述
べ
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
階
猛
衆
議
院
議
員
（
岩

手
１
区
）
が
講
演
し
、
民
主
党
が

政
府
に
対
し
て
提
言
す
る
「
東
日

本
大
震
災
復
旧
・
復
興
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
内
容
を
丁
寧
に
解
説
し
、

質
問
・
意
見
を
通
じ
て
全
体
が
学

習
し
て
集
い
を
終
わ
っ
た
。

　

３
月
11
日
の
大
地
震
に
伴
い
全

国
の
国
労
の
仲
間
、
各
級
機
関
な

ど
か
ら
支
援
物
資
や
義
援
金
、
檄

の
色
紙
な
ど
が
地
方
本
部
に
届
け

ら
れ
て
い
る
。
送
ら
れ
て
き
た
支

援
物
資
は
、
被
災
地
の
組
合
員
へ

逐
次
届
け
て
い
る
。

　

な
お
、
６
月
５
日
ま
で
義
援

金
・
檄
な
ど
寄
せ
ら
れ
た
個
所
は

次
の
通
り
。
（
順
不
同
）

　
　
　
　
　

◇

　

音
威
子
府
闘
争
団
、
国
労
本
部
、

国
労
東
日
本
本
部
、
博
多
闘
争
団
、

秋
田
地
方
本
部
、
札
幌
闘
争
団
、

神
奈
川
地
区
本
部
、
九
州
本
部
、

新
潟
地
方
本
部
、
佐
賀
鳥
栖
地
域

分
会
、
近
畿
地
方
本
部
、
帯
広
闘

争
団
鉄
建
公
団
訴
訟
原
告
団
一
同
、

全
自
交
盛
岡
地
方
本
部
、
採
用
差

別
国
労
訴
訟
九
州
原
告
団
・
同
静

岡
原
告
団
（
遺
族
１
人
）
、
同
札

幌
闘
争
団
（
２
人
）
、
盛
岡
地
本

運
輸
協
議
会
、
岩
手
県
交
運
労
協
、

岡
山
・
広
島
・
米
子
３
車
掌
区
交

流
会
、
国
労
大
阪
地
方
本
部
、
国

労
京
滋
地
区
本
部
、
国
労
岡
山
地

区
本
部
、
国
労
岡
山
運
輸
協
議
会

一
同
、
国
労
近
畿
地
方
本
部
、
国

労
帯
広
闘
争
団
及
び
家
族
会
、
国

労
佐
賀
地
区
闘
争
団
一
同
、
国
労

長
崎
・
佐
世
保
闘
争
団
組
合
員
・

家
族
会
一
同

　

４
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
統
一
自
治
体
選
挙
が
３
月
11
日
の
東
日

本
大
震
災
を
受
け
、
岩
手
・
宮
城
・
福
島
県
の
県
市
町
村
議
員
選
挙

が
多
く
の
地
で
延
期
さ
れ
て
い
た
。

　

５
月
に
入
り
、
岩
手
県
内
で
は
二
戸
市
が
７
月
24
日
告
示
、
31
日

投
開
票
、
雫
石
町
が
７
月
26
日
告
示
、
31
日
投
開
票
、
滝
沢
村
も
雫

石
町
と
同
じ
日
程
、
盛
岡
市
は
８
月
21
日
告
示
、
28
日
投
開
票
で
市

長
選
挙
と
同
日
実
施
が
確
認
さ
れ
た
。

　

国
労
の
推
薦
す
る
二
戸
市
の
鈴
木
忠
幸
氏
、
雫
石
町
の
坂
下
栄
一

氏
、
滝
沢
村
の
鎌
田
忍
氏
、
盛
岡
市
の
細
川
光
正
氏
の
議
席
の
確
保

に
向
け
各
地
区
で
仲
間
と
と
も
に
取
り
組
み
を
図
っ
て
い
こ
う
。

　

組
織
内
の
木
村
幸
弘
氏
、
久
保
幸
喜
氏
が
立
候
補
を
予
定
す
る
岩

手
県
議
会
議
員
選
挙
は
、
６
月
10
日
時
点
で
日
程
が
確
定
し
て
い
な
い
。

　

国
労
盛
岡
１
４
３
３
号
（
５
月

10
日
）
の
２
面
の
メ
ー
デ
ー
写
真

解
説
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
岩

手
県
中
央
メ
ー
デ
ー
に
は
、
達
地

知
事
も
来
賓
と
し
て
・
・
・
・
と

あ
り
ま
す
が
、
「
達
増
知
事
」
に

な
り
ま
す
。
謹
ん
で
訂
正
・
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

＝＝推薦候補の議席確保に各地区で取り組みを＝＝

東
北
労
働
金
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
庫
で
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
の
生
活
再
建

と
復
旧
を
支
援
す
る
た
め
、
「
特
別
災
害
ロ
ー
ン
」
を
取
扱
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
特
別
災
害
ロ
ー
ン
（
無
担
保
）
最
高
5
0
0
万
円

羅
災
車
両
の
買
換
や
修
繕
費
用
、
被
災
に
よ
る
傷
病
に
か
か
わ
る

入
院
・
治
療
費
等
、
生
活
再
建
と
復
旧
に
要
す
る
生
活
資
金
と
し

て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
特
別
災
害
ロ
ー
ン
2
（
無
担
保
）
最
高
5
0
0
万
円

震
災
に
係
る
必
要
資
金
と
、
当
庫
で
ご
利
用
中
の
マ
イ
カ
ー
ロ
ー

ン
・
教
育
ロ
ー
ン
・
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
を
一
本
化
す
る
資
金
と

し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
特
別
災
害
ロ
ー
ン
（
不
動
産
担
保
）
最
高
5
0
0
0
万
円

罹
災
住
宅
の
修
理
・
改
修
等
の
復
旧
工
事
、
住
宅
の
立
替
費
用
、

代
替
住
宅
の
購
入
費
用
等
の
住
宅
関
連
資
金
と
し
て
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

東
日
本
大
震
災　

ろ
う
き
ん
復
興
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

東
北
に
甚
大
な
災
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
。

　

そ
の
中
で
遺
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
こ
ろ
と
暮
ら
し
に
大
き

な
傷
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
子
供
た
ち
を
支
え
よ
う
と
、
ろ
う
き
ん
は
お
預
か
り
し
た
貯

金
の
お
利
息
の
50
％
と
、
同
額
を
ろ
う
き
ん
が
拠
出
し
て
あ
し
な
が

育
英
会
へ
寄
付
す
る
、
「
復
興
支
援
定
期
預
金
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
の
未
来
の
た
め
に
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

















訂
正
と
お
詫
び

＝
岩
手
交
運
労
協
58
人
の
参
加
で
集
い
＝

大
震
災
復
旧
・
復
興
に
国
の
支
援
を

５月２１日

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
へ
の

「
特
別
災
害
ロ
ー
ン
」の
ご
案
内

《
ろ
う
き
ん
復
興
支
援
定
期
預
金
》

お
預
け
入
れ
金
額　

5
0,
0
0
0
円
以
上

お
預
け
入
れ
期
間　

1
年

預

金

種

類　

◎
ス
ー
パ
ー
定
期
◎
ス
ー
パ
ー
定
期
3
0
0
◎
大
口
定
期

寄　

付　

金　
定
期
預
金
利
息（
税
引
後
）50
％
＋
同
額
の
ろ
う
き
ん
拠
出
金

寄　

付　

先　

あ
し
な
が
育
英
会「
東
日
本
大
震
災・津
波
遺
児
募
金
」

寄

付

期

間　

2
0
1
2
年
9
月

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間　

2
0
1
1
年
5
月
16
日（
月
）〜
8
月
15
日（
月
）

【
問
合
わ
せ
先
】東
北
労
働
金
庫

フ
リ
ー
ダ
イ
ア
ル　

0
1
2
0
ー
1
9
1
9
ー
6
2

ま
た
は
、お
近
く
の
労
働
金
庫
へ

大
き
な
支
援
の
輪
で
東
北
に
元
気
を

二戸・雫石・滝沢は７月31日投票
盛岡も８月28日で議員選挙実施へ

全
国
の
仲
間
か
ら
支
援
物
資

義
援
金
・
檄
な
ど
多
く
届
く

細
　
川
　
光
　
正

（
６２
歳
）

市
議
選
挙
・
盛
岡
（
推
薦
）

社
民
党
公
認
・
現
③

☎ 019－647－6680

鈴
　
木
　
忠
　
幸

（
5８
歳
）

市
議
選
挙
・
二
戸
（
推
薦
）

社
民
党
公
認
・
現
⑦

☎ 0195－23－4520

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉　

○
誕
生　

１
９
５
２
年
３
月

○
卒
業　

大
船
渡
高
等
学
校

○
職
歴　

岩
手
県
職
員
労
働
組

　
　
　
　

合
書
記

○
主
な
役
職

現
・
二
戸
市
議
会
議
員
（
現
在

　
　

７
期
目
）

現
・
社
民
党
二
戸
支
部
幹
事
長

現
・
市
議
会
文
教
福
祉
常
任
委

　
　

員

現
・
市
都
市
計
画
審
議
会
委
員

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

○
誕
生　

１
９
５
２
年
11
月

○
卒
業　

金
足
農
業
高
校

○
職
歴　

日
本
電
信
電
話
公
社

　
　
　
　

職
員

○
主
な
役
職

現
・
雫
石
町
議
会
議
員
（
現
在

　
　

３
期
目
）

現
・
社
民
党
岩
手
県
連
合
副
幹

　
　

事
長

現
・
町
監
査
委
員

現
・
町
議
会
総
務
常
任
委
員

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

○
誕
生　

１
９
４
９
年
９
月

○
卒
業　

岩
手
大
学
農
学
部
獣

　
　
　
　

医
科

○
職
歴　

獣
医

○
主
な
役
職

現
・
滝
沢
村
議
会
議
員
（
現
在

　
　

４
期
目
）

現
・
滝
沢
村
に
家
畜
医
院
開
業

元
・
盛
岡
市
農
協
や
中
標
津
町

　
　

農
業
共
済
に
勤
務

坂
　
下
　
栄
　
一

（
5８
歳
）

町
議
選
挙
・
雫
石
（
推
薦
）

社
民
党
公
認
・
現
③

☎ 019－692－1996

鎌
　
田
　
　
　
忍

（
６６
歳
）

村
議
選
挙
・
滝
沢
（
推
薦
）

社
民
党
推
薦
・
現
④

☎ 019－688－5353

常
に
前
を
向
い
て
歩
み
続
け
た
い

　

国
労
の
皆
さ
ん
の
支
援
に
感
謝


